
発　

行　

者

藤
崎
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

広
報
委
員
会

藤
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

電
話　

七
五
―
三
二
三
二

白

寿

（１） 藤崎町老人クラブ連合会機関誌 白　　寿 令和元年 10 月１日㈫発行第 169 号

町
主
催
の
「
長
寿
顕
彰
式
」
と
老
連
主
催
「
健
老
の
集
い
」
は

9
月
14
日
㈯
、
町
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
で
開
催
し
た
。

◎
長
寿
顕
彰
式
（
町
主
催
）

午
前
9
時
か
ら
来
賓
衆
議
院
議
員
木
村
次

郎
氏
、
県
議
会
議
員
阿
部
広
悦
氏
、
町
議
会

議
長
野
呂
日
出
男
氏
が
お
出
で
に
な
り
、
町

議
会
議
員
・
顕
彰
者
関
係
者
等
約
二
〇
〇
名

が
参
集
し
開
催
し
た
。

顕
彰
者
は
平
田
町
長
か
ら
年
代
別
の
各
代

表
者
に
顕
彰
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
た
。

そ
の
後
来
賓
の
三
氏
よ
り
祝
辞
を
頂
い
た
。

顕
彰
者
数
は
左
の
表
の
通
り
で
す
。

代
表
者
は
ス
テ
ー
ジ
上
に
横
一
列
に
並
び
緊
張
の
面
持
ち
で
授

賞
式
に
臨
ん
だ
が
、
受
賞
の
後
は
ホ
ッ
ト
し
た
様
子
で
誇
ら
し
げ

な
笑
顔
を
浮
か
べ
て
い
た
。

◎
健
老
の
集
い
（
老
連
主
催
）

町
主
催
の
長
寿
顕
彰
式
に
引
き
続
き
10
時
か
ら
約
四
〇
〇
人
の

会
員
等
が
出
席
し
て
、
開
催
さ
れ
た
。

舘
山
新
一
老
連
会
長
の
挨
拶

本
日
の
長
寿
顕
彰
式
受
賞
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心

か
ら
お
喜
び
と
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
皆

様
は
藤
崎
町
の
誇
り
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
老

人
ク
ラ
ブ
の
目
標
で
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
今
日
の
お
祝
い
に
駆
け
付
け
て
く

れ
た
方
々
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
大
勢

と
言
い
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
丁
度
よ
い
人
数
だ
と
思
い
ま
す
。

以
前
、
い
き
い
き
生
活
大
学
の
開
講
式
で
挨
拶
し
た
こ
と
な
の

で
す
が
、
そ
れ
は
「
カ
キ
ク
ケ
コ
運
動
」
で
す
。

カ
…
感
動
、
キ
…
興
味
、
ク
…
工
夫
、

ケ
…
健
康
、
コ
…
恋
心
を
い
つ
ま
で
も

抱い
だ

く
こ
と
で
す
。
し
か
し
今
、
70
歳
を

過
ぎ
て
老
人
ク
ラ
ブ
に
入
り
ま
す
と
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
・
ト
ラ
ン
プ
大
会
、
温
泉
に
入
っ
て

の
研
修
な
ど
の
催
し
物
を
通
じ
て
、
皆
さ
ん
と
お
付
き
合
い
し
て

い
く
と
、
元
気
な
会
員
の
共
通
点
は
よ
く
食
べ
て
笑
う
こ
と
か
と

思
い
ま
す
。

時
々
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
温
泉
に
入
り
、
そ
の
あ
と
で
賑

や
か
に
食
事
し
て
い
る
方
々
を
見
ま
す
と
大
き
な
お
に
ぎ
り
を
食

べ
、
お
か
ず
を
交
換
し
て
い
る
姿
を
見
ま
す
。
先
日
「
め
っ
た
ら

だ
な
あ
」
と
一
声
か
け
る
と
キ
ウ
リ
の
漬
物
一
本
頂
き
、
大
変
美

味
し
く
頂
き
ま
し
た
。
長
寿
の
秘
訣
は
よ
く
食
べ
笑
う
こ
と
に
あ

る
と
思
い
ま
す
。

本
日
の
記
念
講
演
は
「
目
指
せ
！
健
康
・
長
寿
」
で
講
師
は
、

み
や
ま 

ひ
ろ
お 

様
で
す
。
似
顔
絵
が
得
意
で
北
海
道
の
各
地
で

ご
活
躍
の
方
で
す
。

ま
た
、
本
日
は
結
婚
50
周
年
の
金
婚
式
、
同
じ
く
60
周
年
の
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
を
迎
え
た
方
々
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

あ
る
人
の
言
葉
に
「
結
婚
と
は
、
お
互
い
の
運
命
を
慕
い
合
う

こ
と
で
あ
る
」
こ
れ
は
相
手
の
身
に
起
き
た
こ
と
や
苦
し
い
こ
と

も
自
分
の
運
命
と
考
え
、
共
に
喜
び
を
負
担
し
て
い
く
こ
と
で
あ

る
と
言
っ
た
人
が
あ
り
ま
し
た
。
50
周
年
・
60
周
年
と
振
り
返
っ

て
み
ま
す
と
、
多
分
色
々
な
事
が
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
元
気
で
金
婚
の
方
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
に
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
婚
の
方
は
プ
ラ
チ
ナ
婚
を
目
指
し
て
、
末
永
く
仲
良
く
健
康
で

あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

歌
謡
似
顔
絵
パ
ー
フ
ォ
ー
マ
ー
み
や
ま 

ひ
ろ
お
氏
に
よ
る
講

話
と
歌
謡
似
顔
絵
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
た
。
前
半
は
講
話
で
、
テ
ー

マ
は
『
目
指
せ
！
健
康
・
長
寿
』
で
サ
ブ

テ
ー
マ
は
～
百
寿
者
に
学
ぶ
食
生
活
～

で
、
医
師
の
日
野
原
重
明
氏
の
食
生
活
と
講

師
自
身
の
朝
昼
夜
の
三
食
を
ス
ラ
イ
ド
を

使
っ
て
具
体
的
に
披
露
し
た
。
講
話
は
約
30

分
で
、
そ
の
後
歌
謡
似
顔
絵
シ
ョ
ー
が
続
い
た
。
似
顔
絵
は
Ａ

２
サ
イ
ズ
の
白
紙
に
油
性
ペ
ン
を
使
っ
て
書
く
も
の
で
、
希
望

者
や
講
師
の
選
定
し
た
方
々
を
モ
デ
ル
に
カ
ラ
オ
ケ
の
音
楽
に

♬
今
月
の
テ
ー
マ
は
「
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
楽
し
も
う
」

　

地
元
の
方
々
が
出
演
し
ま
す
。
皆
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
み
ま
せ

　

ん
か
。　
（
両
地
区
と
も
同
じ
内
容
で
す
。）　

　
【
藤
崎
地
区
】

一
、
日　

時
…
10
月
16
日
㈬
、
時
間
…
9
時
30
分
～
11
時
30
分

二
、
会　

場
…
藤
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
【
常
盤
地
区
】

一
、
日　

時
…
10
月
23
日
㈬
、
時
間
…
9
時
30
分
～
11
時
30
分

二
、
会　

場
…
常
盤
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
参
加
さ
れ
る
方
々
の
た
め
の
準
備
物
を
作
る
必
要
が
あ
り
ま
す

　

の
で　

お
申
込
を
し
て
下
さ
い
。

三
、
連
絡
先
…
藤
崎
町
文
化
セ
ン
タ
ー　

℡
7
5
ー
３
３
１
１

　

な
お
、
11
月
は
「
毛
糸
で
遊
ぼ
う
」
の
内
容
で
ら
く
楽
教
室
を

　

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

一
、期　

日   　

10
月
14
日
㈪

二
、日　

程　

 

常
盤
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
発　

8
時

　
　
　
　
　
　

藤
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
発　

8
時
15
分

　
　

研
修
先　

六
ヶ
所
原
燃
P
R
セ
ン
タ
ー

　
　

休　

憩　
【
ろ
っ
か
ぽ
っ
か
】

一
、
期　

日　

10
月
24
日
㈭
正
午
～
10
月
30
日
㈭
ま
で

二
、
会　

場　

藤
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー　

集
会
室

三
、
作　

品　

大
菊
「
盆
養
」
一
二
〇
鉢
「
達
磨
」
二
〇
鉢

　
　
　
　
　
　
「
福
助
」
一
〇
鉢

※
今
年
は
会
場
の
都
合
で
一
週
間
早
く
な
り
、
ま
た
、
夏
の
暑

さ
続
き
で
、
生
育
が
例
年
に
比
べ
て
悪
い
の
で
心
配
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
追
い
込
み
で
部
員
一
同
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

ご
多
用
中
と
は
思
い
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
が
多
く
ご
鑑
賞
下

さ
れ
、
部
員
に
お
声
掛
け
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。　

一
、日　

時　

 

10
月 

3
日
㈭　

午
前 

10
時
～
正
午

二
、会　

場　

 

ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
藤
崎

三
、競
技
種
目 

【
ユ
ニ
カ
ー
ル
及
び
ペ
タ
ン
ク
】

四
、指
導
者 　

藤
崎
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
員

　
　
　
　
　
　
　
・
白
戸　

治
氏　
・
唐
牛
秋
雄
氏

五
、持
参
物　

 

運
動
靴
、汗
拭
き
タ
オ
ル
・
運
動
可
能
な
服
装

六
、連
絡
先　

 

電
話
…
75
ー
6
0
1
5　

佐
藤
佳
丘
子

乗
っ
て
素
早
く
似
顔
絵
を
完
成
さ
せ
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
右
表
４
団
体
が
「
健
老
の
集
い
」
に
花
を

添
え
た
。

子
ど
も
達
は
明
る
く
元
気
に
踊
っ
て
く
れ
、
観
衆
か
ら
大
き
な

声
援
と
ね
ぎ
ら
い
の
大
拍
手
で
会
場
を
わ
か
せ
た
。
大
人
の
踊
り

は
、
発
表
の
機
会
が
多
く
な
り
練

習
の
成
果
で
、
の
び
の
び
と
し
た

踊
り
は
余
裕
が
感
じ
ら
れ
た
。

※
老
連
役
員
と
は
、単
位
ク
ラ
ブ
会
長
・
専
門
部
長
・
委
員
長
・
本
部

　

役
員（
会
長
・
副
会
長
・
監
事
・
事
務
局
長
）各
1
名
で
す
。

　
　

連
絡
先
…
℡　

65
ー
2
9
0
6　

舘
山
新
一

10　月　行　事　予　定　表
日 曜 行　　事 時刻

1 火
役員会 10:00
日本舞踊部 12:00
囲碁・将棋部 12:30

2 水
3 木 女性部 「軽スポーツ大会」 10:00
4 金 芸能部 12:00
5 土
6 日
７ 月 芸能部 12:00

8 火
日本舞踊部 12:00
囲碁・将棋部 12:30

9 水
菊花部 13:00
茶道部 13:00

10 木 囲碁・将棋部 12:30
11 金 芸能部 12:00
12 土 中南郡スポーツ交流会 8:30 発
13 日
14 月 体育の日・役員研修会 8:00 発
15 火
16 水

17 木
囲碁・将棋部 12:30
ふじ健大ＯＢ会 13:00

18 金 芸能部 12:00
19 土
20 日

21 月
芸能部 12:00
広報委員会 13:30

22 火

23 水
菊花部 13:00
茶道部 13:00

24 木 囲碁・将棋部 12:30
25 金 芸能部 12:00
26 土
27 日
28 月 生け花部 10:30
29 火 囲碁・将棋部 12:30
30 水

31 木
【白寿】配布日 12時以降

囲碁・将棋部 12:30

　
　

老
連
役
員
研
修
の
お
知
ら
せ

第

回 

菊
花
展
示
会
の
お
知
ら
せ

40

長
寿
顕
彰
式
・
健
老
の
集
い

 

最
高
齢
者  

一
〇
三
歳 
秋
元
長
五
郞
氏
（
み
つ
や
）

 

歌
謡
似
顔
絵
シ
ョ
ー
「
目
指
せ
！
健
康
・
長
寿
」

   

　
　
　
　
　
　
パ
ー
フ
ォ
ー
マ
ー 
み
や
ま  

ひ
ろ
お
氏

　

❀ 

ら
く
楽
教
室 

❀

　
楽
し
く
介
護
予
防
し
よ
う
　
福
祉
課

顕　
　

彰　
　

者　
　

数

最
高
年
齢
者

一
〇
三
歳

　
　
一 

名

白
　
寿

九
十
九
歳

　
　
六 

名

九
十
五
歳

九
十
五
歳

　
二
八 

名

米
　
寿

八
十
八
歳

一
〇
二 

名

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚

婚
姻
六
〇
周
年

　
四
〇 

組

金
　
婚
　

婚
姻
五
〇
周
年

　
五
五 

組

女
性
部 

軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
お
知
ら
せ 

出演団体
町
老
連  

レ
ク
ダ
ン
ス
部

古
舘
容
子
他
５
～
６
名

町
老
連  

芸
能
部

齋
藤
二
郎
他
１
名

町
老
連  

日
本
舞
踊
部

佐
藤　

緑
他
１
名

さ
わ
や
か

 　
　

ラ
ブ
リ
ー
コ
ー
ラ
ス

對
馬
ヌ
イ
他
９
名

常
盤
大
正
琴
サ
ー
ク
ル

古
川
秀
子
他
９
名

出演団体
藤
崎
保
育
所

男
の
子
「
君
を
待
っ
て
い
る
」

女
の
子
「
パ
プ
リ
カ
」

24
名

み
ず
き
子
ど
も
園

飛
翔
　
～
心
の
窓
～

年
長
児
25
名

町
老
連
レ
ク
ダ
ン
ス
部
「
嫁
っ
こ
さ
来
い
」

古
舘
容
子
他
9
名

ふ
じ
の
会

「
藤
崎
音
頭
」

神     

昭
子
他
15
名

レ
ク
ダ
ン
ス
部

ふ
じ
の
会

藤崎保育所

みずきこども園

  

⬅ 

菊 

　
花
　
展 

➡
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当
会
の
奉
仕
活
動
は
年
間
行
事
の
一
環
と
し
て
行
っ
て
き
ま
し

た
。
数
あ
る
中
で
の
年
二
回
の
道
路
清
掃
の
う
ち
、
春
一
番
は
雪

解
け
後
の
四
月
に
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
は
会
員
の
都
合
が

合
わ
ず
や
む
な
く
中
止
と
な
り
、
延
び
延
び
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
役
員
会
を
開
き
、
例
年
通
り
の
お
盆
前
に
草
取
り
を
行
う

こ
と
に
し
ま
し
た
。
７
月
31
日
㈬
朝
８
時
、
中
野
目
長
寿
館
前
に

集
合
し
て
16
名
で
早
速
作
業
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。
時
期
が
ず

れ
た
た
め
、
草
よ
り
も
砂
の
方
が
多
く
大
変
な
作
業
に
な
っ
た
の

で
す
が
、
場
所
は
、
中
野
目
県
道
一
九
六
号
線
を
往
復
す
る
約
４

㎞
の
道
路
で
、
縁
石
の
周
り
や
道
路
の
割
れ
目
の
草
を
取
り
除
き

ま
し
た
。
道
路
の
割
れ
目
の
草
は
伸
び
放
題
で
四
苦
八
苦
し
ま
し

た
が
、
鎌
を
使
っ
て
取
り
除
き
、
取
り
除
き
が
出
来
な
い
所
は
除

草
剤
を
散
布
し
ま
し
た
。

こ
の
日
の
気
温
は
34
度
と
非
常
に
高
く
、
猛
暑
の
中
の
作
業
は

大
変
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
音
を
上
げ
る
こ
と
も
な
く
４
時
間
の
長

時
間
に
３
回
の
水
分
補
給
・
休
憩
で
乗
り
切
り
ま
し
た
。
幸
い
熱

中
症
に
か
か
る
人
も
無
く
、
暑
さ
と
疲
れ
は
ピ
ー
ク
に
達
し
な
が

ら
も
愚
痴
一
つ
言
わ
ず
頑
張
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
疲
れ
て

苦
労
し
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
一
人
が

「
じ
ゃ
ー
ま
た
ね
ー
」

と
み
ん
な
に
笑
顔
で

声
を
か
け
自
宅
へ
向

か
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
一
言
で
心
が
救
わ

れ
た
気
が
し
ま
し
た
。

暑
さ
の
中
で
苦
労

と
疲
れ
も
あ
り
ま
し

た
が
、
綺
麗
に
な
っ

た
道
路
を
眺
め
て
達

成
感
も
あ
り
、
皆
様

に
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

今
回
の
行
事
は
老

連
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ

る
、「
健
康
・
友
愛
・

奉
仕
」
に
全
部
が
当

て
は
ま
っ
て
い
る
の

で
は
と
思
い
会
員
の

絆
に
感
謝
し
ま
し
た
。

今
後
の
行
事
も
楽

し
く
笑
顔
で
で
き
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

１　

今
は
無
い
が
昔
あ
っ
た
と
か
の
も
の
に
つ
い
て

散
宿
所
（
電
気
工
事
）
が
あ
っ
た
。
常
盤
村
全
部
の
電
気
の
工

事
、
配
線
、
故
障
を
直
す
人
が
常
駐
し
た
所
で
、
そ
の
後
、
浪
岡

に
転
出
し
て
無
く
な
っ
た
。

２　

井
戸
に
つ
い
て

人
は
水
の
良
い
所
に
住
み
つ
い
た
。
分
家
す
る
人
は
よ
ほ
ど
水

が
良
く
な
け
れ
ば
出
て
い
か
な
い
。
私
の
場
合
は
、
今
の
亀
田
の

所
に
土
地
が
あ
っ
た
が
、
水
質
が
悪
く
住
め
な
か
っ
た
。

昔
は
、
水
脈
に
恵
ま
れ
な
い
地
区
も
あ
っ
た
。
特
に
通
称
〝
七

軒
町
〟（
現
ス
ー
パ
ー
佐
藤
長
の
向
か
い
周
辺
）
で
は
、
良
い
水

脈
の
通
っ
て
い
る
所
に
、
共
同
の
井
戸
を
掘
っ
て
利
用
し
て
い
た
。

家
庭
に
よ
っ
て
は
、
お
よ
そ
二
〇
〇
ｍ
位
、
水
桶
を
天
秤
棒
で

肩
に
担
い
で
往
復
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
冬
に
な

る
と
利
用
者
が
共
同
作
業
で
井
戸
の
雪
囲
い
を
し
た
。

当
時
の
用
水
堰
は
水
量
も
豊
富
で
、
し
か
も
綺き
れ
い麗

で
あ
っ
た
の

で
、
天
気
の
よ
い
日
は
、
朝
・
昼
の
食
事
後
の
食
器
類
を
用
水
堰

で
洗
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
榊
地
区
は
昭
和
30
年
頃
に
地
区
毎
に

簡
易
水
道
が
普
及
し
て
、
毎
戸
に
水
道
が
引
か
れ
た
。

３　

衣
食
住
に
つ
い
て

服　

装　

普
通
は
、
今
の
薄
く
軽
い
物
で
な
く
、
厚
ま
く
れ
た

　
　
　
　

重
い
綿
入
れ
を
着
た
。
綿
モ
モ
ヒ
キ
を
は
い
だ
（
着

た
）。
と
っ
て
も
寒
く
て
、今
で
は
想
像
の
つ
か
な
い
時
代
で
あ
っ

た
。
綿
入
れ
の
モ
モ
ヒ
キ
は
、
な
か
な
か
裁
縫
に
長た

け
た
人
で
な

け
れ
ば
出
来
な
か
っ
た
。
モ
モ
ヒ
キ
は
膝
か
ら
下
が
な
く
、
そ
の

下
、
膝
に
は
手
織
り
ま
わ
し
こ
を
は
い
た
。
こ
の
〝
手
織
り
ま
わ

し
こ
〟
は
編
ん
だ
も
の
で
、
冬
に
は
そ
れ
に
半
ズ
ボ
ン
み
た
い
な

も
の
を
は
い
た
。

履　

物　

履
物
は
藁わ
ら

、
足
た
か
草ぞ
う
り履
、
草わ
ら
じ鞋
の
ゴ
ン
ベ
エ
、
こ

　
　
　
　

れ
は
ま
っ
か
が
付
い

て
履
く
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を

自
作
し
て
町
へ
行
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
難
し
い
種
類
の
作

り
上じ
ょ
う
ず手

に
な
っ
て
ツ
マ
ゴ
。
ツ

マ
ゴ
（
爪
護
か
？
）
と
は
、
藁

靴
の
反
対
に
な
っ
た
も
の
、
独

学
的
に
編
み
だ
し
た
も
の
で
あ
る
。
夏
は
、

足
た
か
を
履
く
。
帽
子
は
な
か
っ
た
。
夏
は

綿
の
入
っ
て
い
な
い
手
織
の
弘
前
手
織
と

い
っ
て
、
今
は
無
く
な
っ
た
木
綿
で
厚
く
出

来
て
い
た
。
弘
前
手
織
と
言
っ
て
特
製
品
で

あ
っ
た
。

食
べ
物　

米
、
味
噌
、
醤
油
、
大
根
葉
、
シ
グ
サ
、
イ
モ
。
魚
で
は
、

　
　
　
　

マ
ス
、
ニ
シ
ン
、
シ
ズ
コ
が
常
食
、
卵
は
ほ
と
ん
ど
食

べ
な
か
っ
た
。
ど
の
家
で
も
、
ニ
ワ
ト
リ
５
～
６
羽
は
飼
っ
て
い

た
。
卵
は
自
家
消
費
せ
ず
売
っ
た
も
の
だ
。
卵
を
よ
く
生
ま
な
く

な
っ
た
廃
鶏
の
肉
は
家
で
食
べ
た
。。

　

弁
当
箱
は
殆
ど
持
っ
て
い
な
い
の
で
、
お
に
ぎ
り
に
味
噌
を
入

れ
た
も
ん
だ
。
お
に
ぎ
り
の
中
に
、
マ
ス
か
鮨す

し

ニ
シ
ン
を
入
れ
れ

ば
上
の
方
で
あ
る
。
大
変
粗
食
で
あ
っ
た
。
学
校
も
弁
当
箱
が
な

く
て
、
お
に
ぎ
り
に
味
噌
を
入
れ
た
も
の
を
持
っ
て
行
っ
た
。
お

に
ぎ
り
に
マ
ス
な
ど
入
っ
て
い
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
間
違
っ
て
食

べ
た
と
言
っ
て
、
食
べ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
だ
。（
わ
ざ
と
間

違
っ
た
ふ
り
を
す
る
）

盆
・
正
月
の
御
馳
走　

昔
の
人
は
盆
・
正
月
と
い
え
ば
借
金
を
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
で
も
魚
を
食
べ
た
も
の
だ
。
塩
ビ
キ
、

マ
ス
は
筵
む
し
ろ
に
包
ん
だ
、
た
だ
し
ょ
っ
ぱ
い
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
れ

に
水
を
か
け
て
食
べ
た
。
百
姓
は
昼
に
い
つ
も
御
飯
に
水
を
か

け
て
食
べ
た
も
の
で
あ
る
。
水
を
か
け
て
食
べ
る
も
ん
だ
か
ら
、

し
ょ
っ
ぺ
ば
、
し
ょ
っ
ぺ
ほ
ど
良
か
っ
た
。

住
ま
い　

く
ず
屋
根
、
ニ
ワ
（
作
業
場
）
は
、
土
間
に
筵
む
し
ろ
を
敷
い

　
　
　
　

て
、
こ
の
土
間
に
塩
水
を
入
れ
て
土
を
叩
く
と
パ
ッ
ト

堅
く
仕
上
が
る
タ
タ
キ
カ
メ
と
言
っ
た
。
モ
モ
シ
キ
と
い
う
道
具

で
叩
い
た
。
こ
の
処
理
を
し
た
後
は
、
今
の
舗
装
道
路
の
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
う
言
わ
れ
る
と
、
今
で
も
古
い
家
の
土
間
の
所
を
見

る
と
、
こ
う
処
理
し
た
の
だ
な
あ
ー
と
思
わ
れ
る
。
土
間
に
茣ご

ざ蓙

の
所
も
あ
っ
た
し
、
ム
シ
ロ
の
所
も
あ
っ
た
。
盆
・
正
月
に
は
新

し
い
物
と
取
り
替
え
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
モ
モ
シ
キ
は
、
稲
を
千
歯
扱こ

き
で
扱
い
た
後
、
メ
ゴ
（
わ

ら
し
べ
）
に
モ
ミ
粒
が
い
く
つ
も
付
い
た
ま
ま
の
も
の
を
、
こ
の

モ
モ
シ
キ
で
叩
い
て
、
メ
ゴ
か
ら
モ
ミ
粒
を
離
す
の
に
使
っ
た
。

布
団
・
敷
布
団
は
〝
シ
ビ
〟
を
入
れ
た
。
フ
カ
フ
カ
し
て
気
持
ち

が
良
か
っ
た
。
掛
け
布
団
は
綿
入
れ
で
あ
る
。
藁
の
入
っ
て
い
る

敷
布
団
な
の
で
寝
小
便
す
る
と
叱
ら
れ
た
も
の
だ
。

入　

浴　

入
浴
回
数
は
少
な
か
っ
た
。
内
湯
が
無
い
の
が
普
通
で

　
　
　
　

隣
近
所
の
家
の
貰
い
湯
が
多
か
っ
た
。
銭
湯
に
も
行

く
が
、
５
日
に
１
回
程
度

で
あ
る
。
昔
か
ら
銭
湯
は

あ
っ
た
。
な
ぜ
５
日
目
な

の
か
、
昔
は
５
と
10
が
ひ

と
区
切
り
で
あ
っ
た
。

⑴
中
島
の
銭
湯

　

現
在
の
中
島
郵
便
局
の

隣
に
、
中
島
の
銭
湯
が
営

業
し
て
い
た
。
今
は
廃
屋

と
な
っ
て
ネ
ッ
ト
を
被
せ

て
防
塵
対
策
を
講
じ
て
い
る
所
で
あ
る
。
榊
の
住
民
は
、
こ
の
銭

湯
を
利
用
し
て
い
た
。
五
日
に
一
回
程
度
利
用
し
て
中
々
混
雑
し

て
い
た
。

⑵
常
盤
地
区
と
水
木
地
区
の
銭
湯

　

大
字
常
盤
地
区
に
銭
湯
が
あ
っ
た
。
古
川
の
湯
や（
喜
久
の
湯
） 　

「
令
和
元
年
五
月
二
十
六
日
」　　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

透

さ
て
、
こ
の
日
は
な
ん
だ
っ
け
？

と
思
う
訳
で
す
が
、
こ
の
日
は
実
に
種
々
の
行
事
が
行
わ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。

ま
ず
は
米
国
大
統
領「
ト
ラ
ン
プ
氏
」

が
来
日
し
、
相
撲
を
観
戦
し
て
土
俵
上

で
優
勝
力
士
朝
乃
山
（
12
勝
３
敗
）
に

米
国
大
統
領
杯
を
授
与
し
た
こ
と
で
あ

る
。（こ

の
時
、
介
添
え
役
で
賜
杯
を
大

統
領
と
一
緒
に
手
渡
し
た
の
は
、
本
県

出
身
の
12
代
西
岩
親
方
【
若
の
里
】
で
あ
る
）

特
別
に
設

し
つ
ら

え
た
枡
席
に
椅
子
を
お
い
て
観
戦
を
し
た
と
い
う
相

撲
の
歴
史
上
初
め
て
の
試
み
で
あ
る
。

そ
の
２
時
間
ほ
ど
後
、
東
京
都
府
中
市
の
東
京
競
馬
場
で
は

若
い
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
の
頂
点
を
決
め
る
「
日
本
ダ
ー
ビ
ー
」
が

あ
っ
た
。
本
命
で
あ
る
単
勝
1.5
倍
の

馬
が
４
着
に
な
り
、
12
番
人
気
の
馬

が
九
，
三
〇
〇
円
と
い
う
配
当
で 

1

着
に
な
っ
た
。
三
連
単
は
一
九
九
，

〇
〇
〇
円
な
の
で
か
な
り
お
い
し
い

と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
回
の
私
は
三
連

複
が
当
た
り
一
，
二
〇
〇
円
で
あ
っ
た
。（
買
っ
た
金
額
も
多
い

の
で
あ
ま
り
に
儲
か
っ
て
は
い
な
い
）
…
…
念
の
た
め
（
笑
い
）

上
記
の
二
つ
の
事
柄
に
隠
れ
る
の
で
あ
る
の
だ
が
、
テ
レ
ビ

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
野
球
の
こ
と
が
流
れ
て
い
た
。
巨
人
だ　

中
日

だ　

広
島
だ
と
ア
ナ
ウ
ン
ス
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
あ
ま
り
に
大

統
領
と
ダ
ー
ビ
ー
が
激
烈
過
ぎ
て
な
か
な
か
耳
に
入
っ
て
こ
な
い
。

こ
う
な
る
と
一
流
の
選
手
た
ち
の
プ
レ
ー
も
可
愛
そ
う
で
あ
る
。

令
和
元
年
五
月
二
十
六
日
は
そ
ん
な
日
で
あ
っ
た
。

大
字
榊
地
区　
（
平
成
３
年
11
月
28
日
収
録
）

   

古
老
３ 

⑴
　
81
歳

で
、
自
宅
の
井
戸
水
が
良
質
で
あ
っ
た
の
で
銭
湯
を
始
め
た
。
ま

た
、
大
字
水
木
に
銭
湯
が
あ
り
、
ど
ち
ら
の
銭
湯
も
い
つ
も
混
ん

で
い
た
。
昭
和
50
年
に
「
と
き
わ
温
泉
」
が
出
来
て
、
銭
湯
は
無

く
な
っ
た
。

◇
◇
　
川
　
柳
　
◇
◇

 

◇
　
歯
　
な
　
し
　
の
　
話 

　

　
◇
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単
位
ク
ラ
ブ
便
り　

　
　

猛
暑
の
中
で
の
奉
仕
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
野
目
長
寿
会

 

高
木
ア
ツ
子

押
す
人
の
な
い
ブ
ラ
ン
コ
に
揺
れ
て
い
る

鈴
木
　
て
つ

風
向
き
に
選
ぶ
言
葉
の
温
度
で
す

三
浦
　
進
　

別
腹
が
実
り
の
秋
を
待
っ
て
い
る

石
動
　
弘
一

暑
か
っ
た
夏
の
思
い
出
ア
イ
ス
ノ
ン

古
老
が
語
る

　
　「
物
知
り
の
記
録
」
⑷

県道１９６号線の草取り作業

足たか（足なか）草履

家庭風呂（鉄砲風呂）

つまご


